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方法

１回 川上 講義

２回 川上 講義

３回 川上 講義

４回 川上 講義

５回 川上 講義

６回 川上 講義

７回 川上 講義

８回 川上 講義

９回 川上 講義

10回 川上 講義

11回 川上 講義

12回 川上 講義

13回 川上 講義

14回 川上 講義

15回 川上 講義

保健福祉行政論
Policy for Health & Welfare

川上　哲（非常勤）
教員への連絡方法
（メールアドレス）

履修
年次

2年次
前期

科目
区分

専門支持科目
選択
区分

必修

成績評価方法
(基準)

毎回講義時の出席確認を含めた授業内容のまとめ（30％）と定期試験（70％）の結果で判断する。
なお正当な理由のない遅刻は出席扱いとしない。

単位数
(時間)

2(30)
授業
形態

講義

科目等
履修生

ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ

人々の健康の実態、生活実態といった客観的事実を把握し施策を展開する行政がよりいっそう求められる状況下において、保健・医療・社会
福祉の専門職に必要な知識と視点を持つことを目的とし、保健、医療、福祉に関わる制度、政策、理念への理解を進める。

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

B  人々の生活に根ざした看護を実践するための幅広い教養と専門的知識を有している。（知識・理解）

E  地域社会に暮らす人々の生活支援において必要となる情報を分析し、健康課題を解決するための方策を考えることができる。
（思考・判断）

１．医療保険、介護保険を中心とした社会保障制度・政策を理解する。
２．保健福祉行政における地方公共団体の役割を理解する。
３．日本の医療制度・介護制度の概要について理解する。
４．保健・医療・社会福祉に関わる統計の見方を理解する。

再試験等
不合格者全員を再試験受験資格者とする。再試験は筆記試験のみとする。

教科書
指定しない。毎回プリントを配布するので、それに沿って講義を進める。

参考書等
講義内容に関連する参考書は適宜紹介する。

学生の主体性を伸ばす
ための教育方法と学生
への期待

本講義は講義形式が中心ではあるが、毎回、講義内容をまとめる小課題を課し、主体的に知見を獲得しようとする学習意欲の向上
を図る。場合によっては映像資料なども取り入れて社会保障や保健福祉行政に対する問題関心を深める。また講義内容に関連する
看護師国家試験の過去問なども随時取り入れながら授業を進める。

備考

学習項目 学習内容
主担当
教　員

講義概要と評価方法についての説明
生活上のリスクと社会保障

私たちの日常に潜む生活上のさまざまなリスクと社会保障の関係につい
て学ぶ。

日本の医療保険制度（１）医療保険制度 公的医療保険制度について学ぶ。

日本の医療保険制度（２）診療報酬制度 診療報酬制度について学ぶ。

日本の医療保険制度（３）医療提供体制 医療提供体制の制度について学ぶ。

介護保険制度（１）介護保険制度 介護保険制度について学ぶ。

介護保険制度（１）介護提供体制 介護提供体制の制度について学ぶ。

保健行政の仕組みと機能 保健衛生行政の仕組みと役割、その機能について学ぶ。

保健所の役割と機能 保健衛生行政の最前線である保健所の役割と機能について学ぶ。

保健福祉行政を担う人的資源 保健衛生行政を担う専門職の役割について学ぶ。

地域福祉 地域福祉を支えるさまざまな主体について学ぶ。

生活保護制度 日本の生活保護制度の概要を学ぶ。

社会保険と民間保険 社会保険と民間保険の違いについて学ぶ。

公的年金制度 日本の公的年金制度について学ぶ。

労働保険制度 日本の労働保険制度について学ぶ。

社会保障と人口問題 人口減少が進む日本の現状と社会保障制度への影響について学ぶ。



保健福祉行政論

学　　習　　課　　題

１回目課題（事前）：日々の生活の中にはどのようなリスクが潜んでいるのかを考えてみる

３回目課題（事後）：医療保険制度と診療報酬制度ついてについてノートにまとめる

５回目授業（事後）：医療提供体制と世界の医療保障制度についてノートにまとめる

７回目授業（事後）：介護保険制度についてノートにまとめる

９回目授業（事後）：保健所とその担い手の役割についてノートにまとめる

11回目授業（事後）：生活保護制度についてノートにまとめる

13回目授業（事後）：公的年金制度についてノートにまとめる

15回目授業（事後）：人口減少が社会保障制度に与える影響についてノートにまとめる

実務経験を活かした教育の取組


